
開
始
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
に
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
に
改
め
ら
れ
た
。
同
法
は
、
生
活
の
本
拠
を
と
も
に
す
る
交
際
（
婚
姻
関
係

に
お
け
る
共
同
生
活
に
類
す
る
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
な
い
も
の
を
除
く
）
を
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
方
か
ら
の
暴
力
及
び
そ
の
被
害

者
に
も
法
律
を
適
用
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
に
県
は
、
兵
庫
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対
策
基
本
計
画
を
、
兵
庫
県
Ｄ
Ｖ
防
止
・
被
害
者

保
護
計
画
に
改
称
か
つ
計
画
内
容
を
改
定
し
た
。
同
計
画
は
、
第
三
期
計
画
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
目
標
も
第
二
期
計
画
か
ら

変
更
は
生
じ
て
い
な
い
。
県
は
、
市
町
の
Ｄ
Ｖ
対
策
の
促
進
の
一
環
と
し
て
「
庁
内
Ｄ
Ｖ
対
策
連
絡
会
議
設
置
・
運
営
の
手
引

き
」
の
作
成
・
配
布
、
自
立
支
援
の
推
進
の
一
環
と
し
て
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
地
域
生
活
の
定
着
や
自
立
を
支
え
る
民
間
支
援
団
体

へ
の
活
動
費
の
一
部
助
成
と
い
っ
た
取
組
を
新
た
に
始
め
る
な
ど
し
た
。

第
五
節
　
人
権
問
題
の
複
雑
化
・
多
様
化
へ
の
対
応

一　

二
一
世
紀
が
人
権
の
世
紀
に
な
る
た
め
に

国
連
に
お
け
る 

人
権
問
題
の
取
組

国
連
は
、
二
一
世
紀
を
「
人
権
の
世
紀
」
と
す
る
た
め
、「
人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
」
の
構
築
を
目
指
し
、

人
権
に
関
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
十
七（
二
〇
〇
五
）年
に
は「
人
権
の
主
流
化
」
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（
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
中
で
、
人
権
を
最
優
先
の
考
慮
事
項
と
す
る
考
え
方
）
を
提
唱
し
、
十
八
年
に
は
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条

約
（
障
害
者
権
利
条
約
）」
の
採
択
、
人
権
理
事
会
の
設
置
な
ど
取
組
を
推
し
進
め
た
。
人
権
理
事
会
で
は
、
各
国
の
人
権
状
況

の
審
査
を
行
う
な
ど
、
人
権
と
平
和
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
た
。

　
ま
た
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」（
平
成
六
年
決
議
）
に
引
き
続
く
取
組
と
し
て
、
平
成
十
六
年
に
、「
人
権
教
育

の
た
め
の
世
界
計
画
」
を
決
議
・
採
択
し
た
。
同
計
画
は
平
成
十
七
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
を
初
等
・
中
等
教
育
に
焦
点
を
当

て
た
第
一
段
階
、
二
十
二
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
を
高
等
教
育
と
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
教
員
、
教
育
者
、
公
務
員
、
法

執
行
官
、
軍
関
係
者
に
焦
点
を
当
て
た
人
権
研
修
を
第
二
段
階
と
し
た
。
平
成
二
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
の
第
三
段
階
で
は
、

第
一
、
第
二
段
階
の
取
組
の
強
化
と
メ
デ
ィ
ア
専
門
家
及
び
報
道
関
係
者
へ
の
人
権
研
修
の
促
進
に
焦
点
を
当
て
た
。
後
に
は
、

第
四
段
階
の
取
組
が
、
各
国
政
府
や
国
内
人
権
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
提
案
を
踏
ま
え
、
人
権
理
事
会
で
採
択
さ
れ
た
。
こ

れ
は
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
四
年
の
重
点
対
象
を
「
若
者
」
と
し
て
、
特
に
平
等
、
人
権
と
非
差
別
、
包
摂
的
で
平
和
な
社

会
の
た
め
の
多
様
性
の
尊
重
に
力
点
を
置
く
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
四
段
階
を
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
四
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
七
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。
加
え
て
、
こ
れ
ま

で
の
第
三
段
階
の
取
組
を
強
化
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
は
、「
人
権
教
育
と
研
修
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
同
宣
言
で
は
、人
権
教
育
は
、人
々

が
自
ら
の
権
利
を
享
受
及
び
行
使
す
る
と
と
も
に
、他
者
の
権
利
を
尊
重
し
擁
護
で
き
る
よ
う
、知
識
と
技
術
を
提
供
し
、人
々

の
姿
勢
及
び
言
動
を
養
う
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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ま
た
、「
人
権
教
育
の
指
導
方
法
に
関
す
る
調
査
研
究
会
議
」

（
平
成
十
五
年
設
置
）
に
お
い
て
は
、
人
権
教
育
の
理
念
を
示
す

「
第
一
次
と
り
ま
と
め
」（
十
六
年
）
に
続
き
、
十
八
年
に
指
導

方
法
等
の
工
夫・改
善
方
策
等
を
示
す
「
第
二
次
と
り
ま
と
め
」

が
行
わ
れ
た
。
平
成
二
十
年
に
は
、
人
権
教
育
の
指
導
方
法
等

の
工
夫
・
改
善
の
考
え
方
を
示
す
と
と
も
に
指
導
内
容
や
指
導

方
法
の
実
践
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
「
第
三
次
と
り
ま
と
め
」

を
公
表
し
た
。

　
こ
の
「
第
三
次
と
り
ま
と
め
」
で
は
、
人
権
の
知
的
理
解
だ

け
で
な
く
、
人
権
を
志
向
す
る
人
権
感
覚
が
、
問
題
状
況
を
変

え
よ
う
と
す
る
人
権
意
識
、
意
欲
や
態
度
に
な
り
、
自
分
の
人

権
と
と
も
に
他
者
の
人
権
を
大
切
に
す
る
実
践
行
動
に
つ
な
が

る
と
整
理
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
学
校
で
の
全
体
計
画
や

日
本
の
人
権
教
育

・
啓
発
の
取
組

我
が
国
で
は
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
十
二
年
施
行
）、「
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」（
十
四
年
策
定
）
に
基
づ
き
、
人
権
に
係
る
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
前
述
の
「
人
権
教
育
と
研
修
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
を
受
け
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
基
本
計
画
を
変
更
し
、
新

た
に
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題
等
」
が
追
加
さ
れ
た
。
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学
習
教
材
、
指
導
内
容・方
法
（
参
加
体
験
型
等
）、
教
職
員
へ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
々
が
提
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
調
査
会
議
は
、

各
種
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
把
握
・
検
証
の
た
め
平
成
二
十
年
と
二
十
四
年
に
人
権
教
育
の
推
進
に
関
す
る
取
組
状
況
を

調
査
・
分
析
し
て
公
表
し
て
い
る
。

複
雑
化
、
多
様
化
す
る

世
界
と
日
本
の
人
権
課
題

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
（
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
）
以
降
、
各
種
の
人
権
条
約
の
採
択
を
は

じ
め
と
し
て
、
人
権
問
題
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
貧
困
や
飢
餓
の
問
題
は
依

然
と
し
て
解
決
に
は
至
ら
ず
、
北
朝
鮮
な
ど
で
の
重
大
な
人
権
侵
害
や
拉
致
問
題
、
女
性
や
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
の
弱
者
の

保
護
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性
の
役
割
拡
大
な
ど
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
世
界

の
人
権
を
め
ぐ
る
課
題
は
、
よ
り
一
層
複
雑
化
、
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
病
気
や
障
害
等
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
、
い
じ
め
や
子
ど
も
の
貧
困
・
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
関
す
る
課
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
外

国
人
に
対
す
る
人
権
侵
害
、
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
等
の
多
様
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
）」（
平
成

二
十
一
年
施
行
）、「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）」（
二
十

四
年
）、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」（
二
十
五
年
）、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
二
十
六
年
）、「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」（
二
十
七
年
）、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
）」「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）」（
い
ず
れ
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発
揮
の
促
進
と
環
境
整
備
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
防
止
に
向
け
た
意
識
啓
発

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、「
兵
庫
県
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」（
平
成
二
十
六
年
）
に
基
づ
き
、
い
じ
め
問
題
解
決
の
た
め
の
取

組
を
推
し
進
め
て
い
る
。
ま
た
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
へ
の
支
援
や
児
童
虐
待
へ
の
対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

も
二
十
八
年
）
等
を
施
行
し
、
人
権
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。

人
権
課
題
に
対
す

る
兵
庫
県
の
取
組

複
雑
化
、
多
様
化
、
複
合
化
す
る
人
権
課
題
に
対
し

て
、
世
界
・
日
本
で
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
問
題
の
解
決
を
自
ら

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
人
権
文
化
の
醸
成
に
向
け
た
広
が
り
の
あ
る
運
動

と
し
て
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
に
県
民
運
動
の
名
称
を
「
差
別
を

な
く
そ
う
県
民
運
動
」
か
ら
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
に
改

称
し
、
取
組
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
前
述
の
我
が
国
の
取
組
に
呼
応
し
、

各
分
野
の
施
策
の
中
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
と
も
に

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
条
例
」「
兵
庫
県
男
女
共
同
参
画
計
画
」
に
基
づ
き
、
女
性
の
能
力

写真 200　�ヘイトスピーチ解消法成
立を報じる新聞（朝日新
聞� 平成 28（2016）年 5
月 24 日）

写真 201　��「人権文化をすすめ
る県民運動」ポス
ター（兵庫県人権
啓発協会提供）
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障
害
者
に
つ
い
て
は
、「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
総
合
指
針
」

（
平
成
十
七
年
四
月
）
や
「
ひ
ょ
う
ご
障
害
者
福
祉
計
画
」（
平
成
二
十
七
年
三
月
）

な
ど
に
基
づ
き
、
教
育
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
県
民
の
人
権
尊
重
を
基
本
に
据
え
た
諸
施
策

を
実
施
し
、
国
籍
や
民
族
等
の
違
い
を
認
め
合
い
、
豊
か
に
共
生
す
る
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
前
述
の
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
基
本
法
の
制
定
を
受
け
、
県
に
お
い
て
も
、
ポ
ス
タ
ー
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
広
報
、
講
演
会
な
ど
の
ほ
か
、
学
校
教
育
を

通
じ
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

新
た
な
人
権
課
題
の
解

決
に
向
け
た
県
の
取
組

平
成
二
十
八
年
三
月
、
県
は
、
近
年
の
人
権
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
や
県
民
意
識
調
査
等
で

明
ら
か
に
な
っ
た
人
権
課
題
の
多
様
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、「
兵
庫
県
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関

す
る
総
合
推
進
指
針
」
を
改
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
犯
罪
被
害
者
等
、
拉
致
被
害
者
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、

性
同
一
性
障
害
等
、
性
別
に
起
因
す
る
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
の
問
題
な
ど
が
、
新
た
な
人
権
問
題
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
以
下
に
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
る
。

〔
犯
罪
被
害
者
等
〕

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
事
件
に
よ
る
生
命
や
健
康
、
財
産
を
奪
わ
れ
る
な
ど
の
被
害
（
一
次
的
被
害
）
を
受
け
る
。

さ
ら
に
再
被
害
の
不
安
や
捜
査
・
公
判
過
程
で
の
精
神
的
負
担
や
経
済
的
負
担
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
過
剰
な
取
材
や
報
道
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
名
誉
毀
損
、
平
穏
な
生
活
の
侵
害
（
二
次
的
被
害
）
な
ど
の
人
権
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

写真 202　�ハンセン病啓発パ
ンフレット
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〔
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
〕

　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
日
本
人
拉
致
が
多
発

し
、
兵
庫
県
関
係
者
も
被
害
者
と
な
っ
た
。
拉
致
問
題
は
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ
る

重
大
な
人
権
の
侵
害
で
あ
る
。
平
成
十
八
年
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
と
し
て
、
拉
致
問
題
等
の
啓
発
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
国
で
は
、
毎
年

十
二
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
し
て
啓
発
の

た
め
の
取
組
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
「
人
権
教
育
・
啓
発

に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題
等
」
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
対
す
る
配
慮
と
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
や
「
犯

罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
た
。
毎
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
一
週
間
を「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
や
生
活
へ
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　
県
で
は
、「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」（
平
成
十
八
年
四
月
）
に
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
支
援
を
盛
り
込
み
、
ひ
ょ
う

ご
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
や
民
間
団
体
と
協
働
し
て
、
情
報
の
提
供
、 

相
談
の
実
施
そ
の
他
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
犯
罪
被
害
者
等
に
な
る
可
能
性
を
認
識
さ
せ
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ

る
取
組
を
推
進
す
る
な
ど
、
教
育
や
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

写真 203　�ひょうご被害者支援センターシンポ
ジウム（同センター提供）
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〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
〕

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
誰
で
も
情
報
を
受
信
・
発
信
で
き
る
手
軽
で
便
利
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
社
会
経
済
活
動
や
日
常
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
行
為
や
、
子
ど
も
同

士
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
和
地
区
と
さ
れ
る
地
域
の
地
名
、
画
像
や
差
別
を
助
長
す

る
表
現
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
個
人
の
実
名
や
写
真
な
ど
の
個
人
情
報
が
流
出
し
回
収
が
不
可
能
に
な
る
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
利
用
拡
大
に
よ
り
、
青
少
年
が
人
権
侵
害
の
加
害
者
や
被
害
者
に
な
る
事
例
も
多
発
し
て
い
る
（
第
七
章
第
一

節
六
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
翻
弄
さ
れ
る
青
少
年
」
参
照
）。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
等
に
対
し
て
、
個

て
、
拉
致
問
題
等
の
解
決
に
向
け
た
、
幅
広
い
国
民
各
層
及
び
国
際
社
会
の
関
心
と
認

識
を
深
め
る
た
め
、
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布
や
各
種
の
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　
県
で
は
、
拉
致
問
題
の
真
相
解
明
及
び
解
決
に
向
け
て
、
県
民
の
関
心
と
認
識
を
深

め
る
た
め
、
国
等
と
共
催
で
啓
発
週
間
に
合
わ
せ
た
舞
台
劇
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。ま
た
幅
広
い
県
民
が
協
力
し
拉
致
被
害
者
の
生
存
と
救
出
を
願
う「
ブ

ル
ー
リ
ボ
ン
運
動
」
や
署
名
活
動
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
発

達
段
階
に
応
じ
て
拉
致
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
教
育
や
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

写真 204　��拉致問題啓発舞台劇（政府拉致対策
本部提供）
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す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
す
る
際
の
学
校
や
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
情
報
社
会
を
生

き
る
上
で
の
子
ど
も
の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
悪
質
な
人
権
侵
犯
事
案
に
対
し
て
は
、
法
務
局

と
連
携
し
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
そ
の
情
報
の
削
除
を
求
め
る
な
ど
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
発
達
に
よ
り
誤
っ
た
情
報
が
容
易
に
拡
散
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
権
侵
害

に
対
す
る
相
談
の
窓
口
を
設
置
し
て
相
談
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し

い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
学
校

教
育
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、「
青
少
年
愛
護
条
例
」

の
改
正
（
平
成
二
十
一
年
）
に
よ
り
、
十
八

歳
未
満
の
青
少
年
の
携
帯
電
話
契
約
時
に
、

保
護
者
か
ら
の
申
し
出
が
あ
る
場
合
を
除
い

て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
義
務
づ
け
た
。
ま
た
、

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗

中
傷・い
じ
め
、不
適
切
な
投
稿
な
ど
、ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
等
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
徹
底
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〔
性
同
一
性
障
害
等
、
性
別
に
起
因
す
る
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
〕

　
性
同
一
性
障
害
と
は
、
一
般
的
に
、
自
分
の
産
ま
れ
持
っ
た
か
ら
だ
の
性
と
、
こ
こ
ろ
の
性
（
自
分
自
身
が
自
分
の
性
を
ど
う

感
じ
て
い
る
か
（
性
自
認
））
が
一
致
し
な
い
状
態
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
七
月
に
は
「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取

扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
性
同
一
性
障
害
者
で
あ
っ
て
一
定
の
条
件
を
満
た
す
者
に
つ
い
て
は
、
性
別
の

取
扱
い
の
変
更
の
審
判
を
受
け
、
戸
籍
や
住
民
票
の
性
別
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
平
成
二
十
年
六
月
の
改

正
法
で
条
件
緩
和
）。
ま
た
、人
の
恋
愛・性
愛
が
ど
う
い
う
対
象
に
向
か
う
の
か
を
示
す
性
的
指
向
及
び
性
自
認
に
関
し
て
、「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」等
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
れ
ら
は
一
般
的
に
次
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
Ｌ：女
性
の
同
性
愛
者(Lesbian

：

レ
ズ
ビ
ア
ン)

」「
Ｇ
：
男
性
の
同
性
愛
者
（G

ay

：
ゲ
イ
）」「
Ｂ
：
両
性
愛
者
（Bisexual

：
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
）」「
Ｔ
：
こ
こ
ろ

の
性
と
か
ら
だ
の
性
と
の
不
一
致
（Transgender

：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
性
的
指
向
や
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会

に
お
け
る
人
権
教
育

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
人
権
教
育
基
本
方
針
」

（
平
成
十
年
三
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
用
の
人
権
教
育
資
料
（
幼
稚
園
・
小
学
校
低
学
年
用
・
小
学

校
高
学
年
用
・
中
学
生
用
・
高
校
生
用
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
『
い
じ
め
を
許
さ
な
い
人
権
教
育
教
材
（
小
学
校
低
学
年
用
・
小

学
校
高
学
年
用
・
中
学
生
用
・
高
校
生
用
）』
を
平
成
二
十
五
年
に
、『「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
た
め
に
』

を
二
十
七
年
に
作
成
し
、
各
学
校
で
活
用
し
、
人
権
教
育
を
深
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
に
は
従
来
か
ら
外
国
人
県
民
が
多
く
暮
ら
し
て
い
る
が
、
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
も
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
数
は
増
え
て
い
る
。
外
国
人
県
民
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
言
葉
の
壁
、
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
が
ハ
ー
ド
ル
に
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な
る
こ
と
も
多
く
、
新
た
な
人
権
問
題
に
も
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
外

国
人
児
童
生
徒
の
日
本
語
習
得
や
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
「
日
本
語
指
導
支
援
推
進
校
事
業
」
や
「
外
国
人
児
童
生
徒
に
か

か
わ
る
教
育
相
談
」
な
ど
多
文
化
共
生
教
育
に
向
け
た
取
組
を
推
し
進
め
て
い
る
。（
第
六
章
第
四
節
二
の
「
外
国
人
県
民
へ
の
多

様
な
支
援
」
参
照
）。

兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
協

議
会
（「
兵
人
教
」）
の
活
動

兵
庫
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、
平
成

十
六
年
に
「
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
」
と

改
称
し
、同
年
か
ら
人
権
教
育
啓
発
紙
を「
ひ
ょ
う
ご
の
人
権
教
育
」に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
平
成
二
十
年
か
ら
は
、県
内
四
一
市
町
の
人
権
教
育
の
推
進
と
深
化・

発
展
の
た
め
に
「
地
域
に
学
ぶ
人
権
学
習
推
進
事
業
」
を
実
施
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
六
地
区
に
お
い
て
人
権
学
習
素
材
の
発
掘
・
収
集
及
び
研
究

等
を
行
う
も
の
で
、
各
地
域
・
市
町
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
践
研
究
及
び
実

践
学
習
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
権
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
『
あ
な
た
の
豊
か
な
人
生
の
た

め
に　
じ
ん
け
ん
ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
』（
平
成
十
三
年
）
に
続
き
、『
今
す

ぐ
に
役
立
つ　
あ
な
た
の
豊
か
な
人
生
の
た
め
に　
じ
ん
け
ん
ス
キ
ル

ブ
ッ
ク
Ⅱ
』（
二
十
二
年
）、『
今
す
ぐ
に
役
立
つ　
参
加
体
験
型
人
権
学

習　
じ
ん
け
ん
ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
Ⅲ
』（
二
十
六
年
）
を
、
高
齢
者
の
人
権

写真 205　��いじめを許さない人権教育教
材

写真 206　�さわやかUP人権～
高齢者の人権～（兵
庫県人権教育研究協
議会提供）
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に
つ
い
て
考
え
る
た
め
『
さ
わ
や
か
Ｕ
Ｐ
人
権
～
高
齢
者
の
人
権
～
』（
二
十
年
、
二
十
四
年
）
に
発
刊
す
る
な
ど
兵
庫
県
内
の

市
町
に
配
布
し
、
人
権
教
育
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。
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